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新
嘗
祭(

に
い
な
め
さ
い)

 

 

来

る

十

一

月

二

十

三
日
は
、
新
嘗
祭
が
斎

行
さ
れ
ま
す
。
新
嘗
祭

は
、
宮
中
で
一
四
〇
〇

年

以

上

も

前

か

ら

続

い

て

い

る

重

要

な

祭

儀
で
、
天
皇
が
天
照
大

御
神
を
は
じ
め
と
す
る
神
々
に
新
穀
を
お
供

え
し
、
国
家
の
安
寧
を
祈
念
さ
れ
、
御
自
身
も

お
召
し
上
が
り
に
な
る
祭
儀
で
す
。
こ
れ
に
あ

わ
せ
て
全
国
各
地
の
神
社
で
は
、
新
穀
の
収
穫

を
感
謝
す
る
お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
神
道
で

は
、
お
祭
り
の
後
に
直
会
（
な
お
ら
い
）
と
い

っ
て
、
神
々
へ
の
お
供
物
を
食
す
る
儀
式
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
「
共
食
」
に
よ
っ
て
、
神
と
人

と
が
一
体
と
な
り
、
結
び
つ
き
を
強
め
る
こ
と

で
、
ご
加
護
を
い
た
だ
く
意
義
が
あ
り
ま
す
。

当
社
に
お
い
て
も
新
嘗
祭
の
日
に
「
新
嘗
祭
並

び
に
収
穫
勤
労
感
謝
祭
」
を
斎
行
し
て
お
り
ま

す
。
中
富
良
野
町
の
農
家
よ
り
献
上
さ
れ
た
新

穀
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
を
は
じ
め
、
地
元
で
収
穫

さ
れ
た
農
作
物
や
海
産
物
が
机
い
っ
ぱ
い
に

お
供
え
さ
れ
、
収
穫
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
て
お

り
ま
す
。
祭
典
後
に
は
、
献
上
さ
れ
た
収
穫
物

を
婦
人
部
の
方
々
が
調
理
し
、
参
列
者
と
共
に

直
会
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
三
年
間
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
直
会
を
中
止
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
通
常
ど
お
り
の
開
催
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
こ
の

新
嘗
祭
を
通
じ
て
、
収
穫
へ
の
感
謝
と
生
産
者

へ
の
感
謝
の
意
を
込
め
て
食
べ
物
を
食
す
事

へ
の
大
切
さ
を
後
世
へ
し
っ
か
り
と
伝
え
て

い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

       

七
五
三
の
由
来 

 

七
五
三
は
、
平
安
時
代
か
ら
伝
わ
る
、
三
歳

(

男
子
女
子)

の
頭
髪
を
伸
ば
し
は
じ
め
る
髪

置(

か
み
お
き)

、
五
歳(

男
子)

の
初
め
て
袴
を

着
用
す
る
袴
着
（
は
か
ま
ぎ)

、
七
歳(

女
子)

の
は
じ
め
て
着
物
の
帯
を
締
め
る
帯
解(

お
び

と
き)

の
儀
式
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

十
一
月
十
五
日
に
お
祝
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
江
戸
時
代
、
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
が
体

の
弱
か
っ
た
息
子
、
徳
松
の
健
康
を
十
一
月
十

五
日
に
祈
願
し
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。 

七
五
三
参
り
の
ご
案
内 

 

令
和
五
年
の
該
当
者
（
数
え
年
） 

男
子 

令
和
三
年
生 

 
 

 
 

 
 
 
 

三
歳 

 
 

 

平
成
三
十
一
年
生 

 
 

 
 

 

五
歳 

令
和
元
年
生 

 
 

 
 

 
 

 

五
歳 

女
子 

令
和
三
年
生 

 
 

 
 

 
 
 

 

三
歳 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
歳 

 

十
一
月
末
ま
で
受
付
中
（
玉
串
料
三
千
円
よ
り
） 

   

や
す
ら
ぎ
短
信 
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ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
を
展
開 

境
内
ピ
ン
ク
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

 
今
年
も
乳
が
ん

の
啓
発
と
予
防
の

た
め
の
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
運
動
に
賛
同

し
、
十
月
中
に
毎

週
一
回
、
午
後
六

時
か
ら
午
後
八
時

ま
で
の
間
、
乳
神

神
社
を
中
心
に
投
光
器
と
二
〇
〇
個
の
燈
明

で
ピ
ン
ク
色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
致
し
ま
し
た
。

十
月
八
日
に
は
、
難
治
性
乳
が
ん
サ
ポ
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ッ
ピ
ー
チ
実
行
委
員
会
が
主

催
す
る
「
第
三
回
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ｄ
ｅ
上
を
向

い
て
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
全
国
十
五
ヶ

所
で
行
わ
れ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
様
子
と
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
リ
レ
ー
方
式
で
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

を
使
っ
て
生
配
信
す
る
も
の
で
、
今
年
も
十
勝

管
内
で
同
運
動
に
取
り
組
む
、
と
か
ち
女
性
が

ん
患
者
の
集
い
プ
レ
シ
ャ
ス
様
と
共
に
病
気

平
癒
へ
の
祈
り
を
ラ
イ
ト
と
燈
明
に
込
め
て

配
信
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
配
信
の
様

子
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
）
ま
た
、
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間
中
に
参
拝

に
来
ら
れ
た
方
へ
、
自
己
検
診
ガ
イ
ド
付
き
テ

ィ
ッ
シ
ュ
や
「
ち
あ
ぱ
い
」
（
乳
房
パ
ッ
ト
）

無
料
配
布
も
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
乳
が
ん
と

向
き
合
う
方
の
心
の
ケ
ア
や
早
期
発
見
へ
の

啓
発
活
動
を
続
け
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

※
第
三
回
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ｄ
ｅ
上
を
向
い
て 

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
生
配
信
の
様
子→

 

 

第
十
回
癒
し
の
杜
作
品
展
開
催 

 

去
る
十
月
十
四
日
〜
十
五
日
、
社
務
所
に
て

「
第
十
回
癒
し
の
杜
（
も
り
）
作
品
展
」
を
開

催
、
癒
し
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
が
集
い
ま
し

た
。
こ
の
企
画
は
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
三
年
よ
り
、

参
拝
者
に
ゆ
っ
く
り
と
心
を
癒
す
時
間
を
作

っ
て
も
ら
お
う
と
始
ま
っ
た
企
画
で
、
今
回
で

十
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
下
記
の
六
名
の
作
家

さ
ん
が
真
心
込
め
た
作
品
を
出
展
、
会
場
は
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。
ご
来
場

の
皆
様
を
は
じ
め
、
出
展
者
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆

様
に
も
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

出
展
者
（
敬
称
略
） 

・
癒
し
工
房 

燈
～
と
も
し
び
～
・
陶
の
杜 

・
杜
の
住
人
・
ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
ク
ア
ー
ト
＆

レ
ジ
ン

H
a
m
u
 
h
a
m
u
 
(

二
名)

・
ひ
つ
じ
づ
き 

                
発
行 

浦 

幌 

神 

社 

社 

務 

所 

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
町
字
東
山
町
十
八
番
地
の
一 

電
話 

〇
一
五-

五
七
六-

二
四
四
八 

    

 


